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          麻しん風しんの第２期・第３期・第４期予防接種の促進について（依頼） 

 

 麻しん対策の推進については、日頃からご尽力いただきお礼申し上げます。 

 第３期、第４期の積極的な接種勧奨については、平成２４年２月２１日付け健第１１８

２号「麻しんの発生について」により関係機関あてに依頼させて頂いているところですが、

この度、厚生労働省結核感染症課より別添のとおり通知がありましたのでお知らせします。 

 また、先般、岡山県麻しん対策会議を開催し、麻しん予防接種の促進について協議、検

討いたしました。この結果を受けまして、下記のとおり取り組むことといたしましたので

お知らせします。 

貴会におかれましては、貴会会員に対して、定期の予防接種対象者への予防接種証明書

の無料交付及び接種勧奨について、引き続き御協力頂きますよう周知・協力依頼方よろし

くお願いいたします。また、学校医をされている方につきましては、当該学校に於ける接

種勧奨につきましても、御協力方よろしくお願いします。 

 なお、岡山市保健管理課、倉敷市保健所、教育庁保健体育課、総務部総務学事課、県各

保健所・支所（各市町村へは各保健所・支所経由）に対しても通知しております。 

 

この通知は、次のアドレスからもご覧いただけます。 

＜岡山県保健福祉部からの医療安全情報等のお知らせ＞ 

http://www.pref.okayama.jp/hoken/hohuku/tuuchi/top.htm 

 

記 

 

【岡山県麻しん対策会議における検討結果】 

①第３期、第４期麻しん風しん定期予防接種対象者に対して、タイミングの良い接種勧奨

を行う。 

  流行時期（４月～６月）を特に勧奨する期間とし、未接種者に対しては、夏期・冬期・

春期休業を利用して予防接種を受けるよう、長期休暇前の接種勧奨を行う。 



②予防接種勧奨についてポイントを絞り、より効果的に周知する。 

③各保健所及び支所において、麻しん対策推進事業を実施し、学校や市町村予防接種担当

者等と連携した麻しん対策を推進していく。また、第４期定期予防接種率を向上させるた

め、積極的に保健所から高等学校を通じた接種勧奨を実施する。 

④学校においては、担任だけではなく、学校医、校長、養護教諭、部活動の顧問などから

生徒及び保護者に対して接種勧奨をするよう依頼する。 

⑤校長会を通じた定期予防接種勧奨を実施する。 

 

（参考：平成２３年度麻しん対策会議資料）

http://www.pref.okayama.jp/page/detail-91018.html 

 

 

 

 

              

 

岡山県保健福祉部健康推進課感染症対策班 担当：土橋 

ＴＥＬ：086－226－7331 ＦＡＸ：086－225－7283 
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